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1866年9月22目の朝繁シアのアラ夢イｰル州の着岸

にあるノボ･丑レイという小村落から§㎞星ほど離れた

畑の中に重さ1.7㎏余りの隈石淋落下し施衙村の名

前をとってこの膜石一はノ斌1狐汐イ⑳隈宥あ陣ばれる

ようになった.これはいわゆる無球粒鰻看で彩る､

ソ連の学宥ジ黒濤フ風ジ風フ(J搬舶威)をラチノフ

(Latshinoff)の黛人が螂⑪年代の半ばすぎになってから

この蹟石を研究してそれが空としで津リピン&輝肴と

永らなりしかもそれらの緕晶粒の閥紀散らば吻で炭素

物質を鳥ヅケル鉄赫存在することを知りた出炭素物質

の中には灰亀をした微粒の物質秘含塞れて濁りその硬

度比重化学成分顕微鏡下の性質を調減だを鴛る

疑いもないダイヤ等ン洋であることが朗らか紀なった.

ダイヤそンドはこの隈宥の璽鐙の三%程度(約離グ茅ム)

含まれていた曲ζ杓が鰻宥中陪ダイヤ繁ンド雅発見

された最初で2人の研究者は夏鰯年紀この結果を

フランスの学術雑誌上で発表した.

ジェロフェジェフとラチノフの発表秘契機をなりて

引き続く数年の間にいくつかの隈看串紀ダイヤモンド

が発見されていった.たとえばテリｰ紀落下した勿

ルコｰト隈石中ノ､ンガ員一のアルハ紀落下した鰻石中

アメリカのアリゾナに落下したキャニオン1ダイアブ回

噴石中あるいは÷グラ膿鉄中などにダイヤ繋ン陶茎発

見されたのである.また最近で絃蕊一レｰ花ちによ

ってゴァルパヲの無球粒曜石中紀も携屍慈れている曲

ダイヤ老ンドの発見され危蹟宥の種類も球粒隈有無

球粒鰻石鰻鉄なぎすぺての種類⑳畷宥絃細花繊でいる.

腹石中に発見されたダイヤモンドほいずれも数ない

し数十ミクロン程度⑳顕微鏡的な大書窓でしか愁単結

晶ではなく微細な緕晶粒が不慮方位で集蜜り化球状集

合体として産出するそうである岨色も普通双亀から

黒色でこの点からみてもか瀞てブ賞ジルでふく産出し

微細緒晶の不定方位集合体であ蕃愁め鋳駒瀦騒全体

にわたって伝はんしないので単緕縞のダイヤぞシボよ

りも強靱で嫌一ジングのビジト用としてたいへん珍箆

されていたカｰボナｰトによく似ている.

ダイヤモンドのほか紀も鰯鍛の申紀は時冷ダイヤそ

ン将の外形をした石墨が産出する硅この種の肴鐙滅最

餓州蝋郎

初フ次ツチャｰ(F玉純血航)をい夢火焙盗りで衝部オｰ

黒ト茅リアのヤウンテギン(Youndegin)に落下した蹟

鉄中に発屍巷れオジクスフォｰド大学の物理学の教授･

の名宵防をとってク以フトナイト(c玉蛭施拙飽)と命名され

醐9年紀イギリ黒の鉱物学雑誌に発表塗れたものである目

その後同様の宥墨があちこちの膿鎌申熔みいだ慧れ

ている.たとえばハンガリｰのアルバに落下しだ膿

鉄串メキシコのドルｰ海の膿鉄アメリ漁のテネシｰ

の鴛一クやス案スピル紀落下した隈鉄中など随発屍され

た朝

クリフトナイトは中味は完全に宥墨で齢るが外形

は穴菌体増跨海中二繭体繭や八固体面を作りた結晶形

を示し普通の宥墨のよ登に鱗片状ではない.

この外形がダイヤ形ン河の外形ぽ施いへんよく似てい

ることからζの鉱物はもおも&ダイヤ帝ン戸てあっ免

が鰻鉄が空気の薦を踊来する最中紀うげる高熱1はっ

て外形をその蜜襲紀残し内部だ肋靖畳紀褒わって

できたダイヤ警ンドの仮儀なのであろうと考克られる

よ夢牝な噌で慈花帝ダイ中繋ン汽密空気の流通のよい

条件下で加熱すると外形ほその聾蜜で申は石墨に変わ

ってしまうからである｡

さてクリフトナイト沸もしこういう成因であったと

する&蹟石や蹟鉄串のダイ中ぞン河の成顕もお⑳ずか

ら定望ってこよう由ごこ牝最初の隈看串のダイヤそ

ンド成因論秘埜漢れてくる｡

一緒紀も花らきれ淀もの想と考える肋締識で彪る簑冊

この考史方を支持するヂｰタとしてダイヤモンドを

最初紀みい花したノ恭1ユレイの隈石串でオリビン

や輝有がダイヤモンドと密接ぽ共生しているという事実

をありあげることカミできぷう再この共生鉱物の組み含

わぜは南アフリカのギンバレｰ岩中のダイヤそンドの

共生関係と液いへんよく似ている串このことから少

なくとも隈看串のダイヤモンドは南アブリ吻のダイヤモ

ン陀岡むよ餐な成因つ護り天体中で離水圧下でつく

られ花もの芯という考えか生蜜れてく鳶ヨ㎞方蹟鉄�
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中のダイヤそンドの揚合紀はこのような燕生関係がな

いからそのでき方も少し遠夢かも釦れない苗実は

この種の産状のダイヤそンド紀ついての細識添もと紀な

ってそアッサンの実験が生蜜れ施ので茜る畦

炭素を溶かし花溶融鉄を大気圧の下で冷翻させるを

炭素は石墨の粒として析出する軸もし芯の穣の溶融鉄

を高圧下で倫却したら看墨のかわりにダイヤ繁ンド躯

析出するかも釦れないと考えて繋アッサンはダイヤモ

ン汽の合成実験を行な脅施由不幸にして彼の実験で

はダイヤモンドの安定頼滅熔入る表簑な高厘を免られ

ていなかったためぽ案際には実験紀成功しなかりたか

ゼネ茅ル1皿レク)拶ク杜菊欄発した人ヱダイヤモン

淳含成溝も高圧を発生巻せる装置こそ全く濠簑げれど

金属紀溶解蜜せた炭素を高圧下で析出させるとい簑点で

は原理的にそアヅサンの実験と同じであったわけであ

る｡

さてそれなら鰻鉄串のダイヤモンぼはいつぎζで

できたかをい夢あこれも凄施最初ぽは隈鉄のもと虹な

烈た天体弗で形成された&いう考免労が支配的であった.

これらの天体趨源説海対する反論は隈石の起源はつい

ての新しい考吏方が鉦蛮れるぷ共に趨ζって慧液｡

ダイヤ晋ンκが緕最化するため熔はζの連載で述べ

たように高い温度と厘カ添必要である再そのような

高温高圧条件を実現させる花め紀は鰻石のもと紀なゆ

淀天体添相当大慈なも⑳少なくとも肩と同じくらいの

大き慈のものでなけれぱならない｡ところ添最近の

隙膚の趨源について⑳誇免方からみると鰻石の多くは

字宙慶の集凄資でで書たものらしく元来の天体はそれ

ほど大もなものではなかη花よ簑である由とする麦

ダイヤそンドを須くる施めの烏温高圧はどζ虹南来す

るの芯ろうか?一番可能性のあるのは鰯石沸地球に

衝突するあき瞬間的虹発生する高温高圧であるう由そ

こでこの衝突の際臆爽イヤ登ン汽が瞬間的紀形成され

たという成因論淋生まれて蓄花曲この考克は螂ゑ～5

年頃ぽアメリ滋のシカゴ大学のリプシ訟ツト(肱風

L{牌b施)とアンダ_ズ(孤如d㈱)然発表しまた

目本の都城秋穂も同じ頃悠似危成因論を発表している由

しかもこの成園論を衷持する誠拠秘濠った分野からい

くつか生裏れてきた山

出つはアメリカのス我ンフ毒一ド大学のドカｰリが

行なった衝撃波はよるダイ却晋ンド合成実験の成功であ

る､彼は爆薬を爆破窓せるζと熔よって瞬間的に発

生する衝撃波による高圧&高滋で肴墨をダイヤそンド

に転移養せるこを紀成功し施幸衛撃波によって高圧か

発生するのは薫リ1竜灘ンボ⑳オｰダの裏さ1こ瞬聞であ
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図1畿o襲の多形の安定関係

る｡それ虹もかかわらず立派にダイヤモンドが合成

で書るわけであるから鰻石が地球に衝突するとき(こ

のときすで紀相当な高温になっている)にもダイヤモ

ンド秘形成きれる可能性は十二分にあるわけである.

隈看申のダイヤそン汽がいずれも蓄おめで微粒である事

実も瞬間的に形成されたという考えを裏づけているか

のよ雪で勘る珪

錦二の支持事実はアジゾナの膿石孔の穴の底でみい

花巻れた,ζ⑳底虹ある珪質の砂岩の構成鉱物をx線

をつかりて調べ彪&ころそこ紀それ塞で鋤球上の天然

鉱物としては発屍窓れていなかった新しい鉱物ポみつか

つ花のである｡

ζの鉱物はコｰサイト(C鵬銚e)とステイシ蓄バイト.

(S幽b紬t⑥)という名前の鉱物で化学成分は水晶と全

く同じのS云O簑である血液だ違う点は結晶の申の骨

組みで水晶が三方晶系に属する緕晶であるの悠対して

コｰサイトは単斜晶系ステイシ凄バイトは正方晶系に

属している点である軸ζの相違は水最か低圧下で安

定な構造であるの紀対してコｰサイトやステイシ嚢バ

イト梯高圧下で安定に存在する鉱物であるζと紀由来し

ている(図五)曲実際奴一吠イトやステイシ嚢バイト

は最初高圧実験1は唱て人工的紀含成された鉱物で

天然鯵はそ⑳産帥掬られていなかったのである.

ともあれ鴛一サイトがアジゾナの鰻看孔刺こ発見さ

れ淀という事実は隈石の衝突の際ダイヤモンド沸形

成巷れるは中分な程度の高圧秘発生してい施ことのなに

よ妙の証拠である由そこで衝爽説はほとんどゆるぎ

ない蜜で終確玄されま花&れをもと熔して月紀ダイヤ

モンドがごろごろしているなどという変わった説を唱え

る人漢で彰らわれてくる始末であった(月のあばたは皆

膿看孔であるとこの人は考え花のである).

アンダｰズやリプシ狐ツトが衝突説を発表したと同じ�
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園慧等軸晶系働を六方晶系㈹の積層方法のち洲･

(･)

��

1964～5年ころカリフォルニア大学のカｰタｰ(XL

C鮒芭銑)とケ率デイ(G㌧C.K鋼medy)はそれ漢でに

得られてい花鰻宥申のダイヤモンド滝関するデｰタを雲

とあて衝突説とは真向から対立する成因論一すなわち

天体中の静水圧下ででき花という前からの成因論一を支

｡持し両者の間に激しい論議が斗わされていた呂しか

し一般のうけは真新しい衝突説に傾いていたので奉る.

ことにコｰサイトやステイシ籔バイト秘アリゾナの曜石

礼申に発兇窓れてからは衝突説を支持する人の方がは

るかに多くなっていた.

それから遂～δ年たった現在漢での間終鰻石中のダ

イヤモンドについての直接的間接的な新しいデｰタポ色

々あらわれてきた.たとえば六方鯖系終属するダイ

ヤ禿ンド推隈看中に発蒐慈れ花こと鰻宥申終緕鯖面を

もった大粒のダイヤモンドの結晶粒淋みい愁されたごと

腹石牢のダイヤ帝ンボと火薬の爆翻はる衝撃波で含成

した人エダイヤ畢ンドの組織悠ついて蒸盤型竃予顕微鏡

による比較研究淋行なわれ花ことな狂でおる串

これらの新しいデｰタを大部分の研究者は衝突説を

支持するデｰタであると解釈し花龍こをに衝撃波ぽ

よるダイヤモンドの合成紀最初紀成功し淀異タンフ泳一

ボ大学のド1カｰリはこれらのデｰ夢のほかに禽分

の合成したダイヤそン陀キャ蕊オン苗ダイアブ郎蟻肴

中のダイヤモンドとの地較検討の上にたって衝突説を

強く主張する発表を1966年9月の第易圓工業周ダイヤ

モンボ国際会議で行な榔た.彼の比較検討によ為と黛

つのダイヤそンドは大きさも形も組織も構造もすべて

同様でありし湖婁って鰯肴串のダイヤモンドは地球に

衝突する際紀形成されたに違いないという主張であった.

ところが岡じ会議の席上労ジフ浄ルニァ大学のケ

ネディは同む新しいデｰタに加えるにド1カｰリが

合成し花ダイヤそンドと膿有申のダイヤそンドについて

彼自身が行なっ花走査型電子顕微鐸による比較検討の緕

果を踏合忙して彼がかって圭張した成困論を再ぴ激し

い輸調で主張した同じ会議の席上で期せずして真向

から対立する成鰯論が発表さ杓た杉げである.その結

果どうやら落ち付いたと思われていた蹟石中のダイ

ヤそンド成因論紀輯ぴ激じい総争の時代淋開始された

かのごとくで澄る岳そこで次に新しいデｰタを紹介

しなカミらケネディの主張を聞いてみること終しよ簑､

ダイヤモンドの緒晶が等軸晶系に属していることは

私たちの常織である曲その緒鑑構造はこの連載の2

に示したとお夢で単位長は薮ドふ56688Aである宙

ところでこの構造を見方を少しか免て意岨}面紀墾

直方陶がら跳めてみる唖そうするお驚れ粧炭素の層

の積み重なりでできている構造であ蕃ζ坐秘わかる､

この層は同じ大きさのピンポン玉秘亙いに接してでき

ている層坐考克るご&がで慧よう由そのような層をす

き間を最小にして積み璽梱る方法剛棚通りある.こ

れは図2をみて項けれぱ直観的熔理解で書るであろう､

王つはABCABC…申という積み璽なり方であり他

はA豫AB一･という積み璽なり方である由前者の積

層方法を&るものは等輸蟻系の繕晶で彪り後者は六方

晶系の緒晶である壷ダイヤそンドは似至}繭紀塞直な

方肉でみ施揚合前宥の積層方法をと吻でいる串

さてもしダイヤ董ンド申の炭素の層淋積み蟹なり

の途申で順序を閥違免で及遣C淡遣C･…のかわりは

途中のC層のヱ枚秘抜げてA遣孜思Cとなりたらど簑な

るか害｡このぷ資な積み蟹なり間違いの芯をを私たち

は積層欠陥髄繍鴫董徽王宜些呼んでいる蜻そしてダ

イヤ帝ンドの刺ζしば篶ばこの種の積層欠陥が存荏す

るζとは蕊パン黒花ちの透遇電子顕微鋤ぴる研究を

紹介する際終ζの違載で実例を添し花通りで穆る曲

毅ζるでc層茄一枚抜け花横層焚陥⑳部分芯けをと

ってみるとその積層方法はA遭A遣で護慈終六方晶

孫の積層そのものであること炉わかる自だからもし

何らかの榮榊はってこのような積層次陥粧続いて起

こるおずれば等軸鶴系のダイヤ普ン汽は六方鯖系のダ

イヤ帝ンド紀変わってし襲うで彪ろう砧変めっ花墨い

ってもこれは幾何学上の閥題花げで彪るから密度に

は変化がなく単位畏が六方掻系のもの(墨戸蝸22泌�
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｡o筥4･ユ186A)になりそれも等軸晶系の単位長から幾

何学的に導き怒せる値で勤る曲

六方晶系のダイヤモンドは上の推論でわかるよう熔

ユつの可能性としては考克られてい淀添それ洪実際樽

みつかったのはごく最近のことである竈高須新一郎

の紹介によると六方晶系ダイヤそン際を最初ぽ紹介し

施のは〆イツの恭ンの大学の鉱物学教室の教授ノイハウ

ス(んN嚢曲籔鵬)で五9艘牢のζをだそ雪である､

ζれはチ狐一シッ凌で開かれた国際鉱物学連合の篤至

回総会の席上で発表慈松花もので未然ダイヤぞン洋を

調べてその帯に歪み1はらない真性の複屈折を添し

かつ葉片構造をもつものが齢るζとを報脊しこれか彰

六方鯖系ダイヤ彩ン河の存権を携定している.私もこ

の発表を闘いた五人であ肋婁その時は余り深い関心も

わかずむしろ何かほかの原園か蔭書施異方性をとり違

克ているのではないか批功印象の方淋強かり花忍&

を覚免ている串

六方晶系ダイヤ畢ンドカ婁疑いもなく実在するこあを

最初熔決定的陪添し花のはα鼠の研究所のバンディ

らで触嬢金属を使わず熔宥墨からダイヤモンドを直

接に転移さ麿葛含成実験の緒果が魯である珀彼らは鳩

万気圧以上で宥墨カ童六方晶系のダイヤ警ン糾こ転移する

芯当を電気抵流の変化とできたもののX線的研究か

ら実証し花(図簿)硅工966年のことである抽

この実験からみると六方晶系ダイヤ普ン浮の安定頓

域は通常の合成実験でダイヤ懇ンダが成長しうる温度

1圧カ条件下よりもはるかに高い圧カ(温度条件ほほぼ

同じ)榮件下である硅

さてこうして六方轟系ダイヤ篭※脇蔓禽成蜜淑沈あ

とちぷうどコｰサイトやステイ彰籔バイ彩嚇禽成慈れ

てから天然での発見カミ行なわれた(本遠識参照)濠岡岱

ように六方晶系ダイヤそンドが茨然懇み訓す想蜜舵て

き花世その最初の発見ほハン率潔淡(器獄貫鋤瞭

man)らによって五966年になされ施出彼湊は謙淡黒

オン･ダイアブ贈隙看ゴアルパ勇臓宥熊⑳嫁㌶栄繋渓

ドを調べて前者ではダイヤ竜ン将の釣%淡後讃芯は

10%が六方晶系に属するダイヤそン脈残余は縛繭轟孫)

であることを明らか終し花のである唖

この最初の発見に引き続いてハｰバｰ将爽学のフ潔ン

デルら(C搬o孤拙鋤d賊雛嚇篶)は兼箏蕊泳ン1ダイ

ァブロ隈石中で発見した大粒⑳禽形緕鯖⑳球イ栄箸ン汽

(これについては後述)の申心部愈沫蒲鰯系餅イヤ彩ソ

ドの微粒の集合体で構成されている慧磐を粥島がにじて

いる讐蜜たバンデイら(泳R遣醐鮒搬昌J蕊双雛照婁

1966)はデ以ポン(拍跳的淋衝撃波迎合成後急冷

カ

(削､

凄⑪⑪⑰釜⑪0⑰

温度('妓)

図3欝鮒騒薬ダィヤ帝ンド六方晶孫ダィヤモンド看墨の安定関係

してできた人ヱダイヤモン汽のサンプ汐中にキャ昌オ

ン1ダイァブ獄隈看申の六方晶系ダイヤ秀ンドと同じ大

き慈で六方:響軸の比率も同じの穴方ダイヤそンドを

みいだしている由一方ド1カｰリが同じく衝撃波で

合成したダイヤモンドほすべて等軸晶系の普通のもので

六方型のダイヤモンドはみいだされていない由裏施

等軸晶系ダイヤそンドに衝撃波を加免ても六方晶系ダ

イヤモンドはできていない珪

以上が今までわかっている六方晶系ダイヤモンドに

ついての情報である岳まだどちらの説にも軍配をあ

げるわはにはゆきそうもない.

今塞で鰻石申暖見出書れてい施ダイヤそンドはミク

籔ン箪位の慧勅繊恋微粒嫁愁⑳芯禽形繕縞は金く釦ら

牝榊泌かり滋､忽れ秘衛架説の根拠の五訓軸な

りで営沈｡をこる淡鍛遊績稼搬てノ斌1訟淡イの

隈宥串却締杉ぶ球汐銭紘ア浅滋鰻荷聯熔大粒の自形績

轟秘発屍され施畷頂務藩､飾脅懇榊抽o胸獺⑳繕鰯衝

をもつダイ栄繋影肋婁後暫禰測由楓滋の大謹慈婦浅

爾体の隅憾瞭夏}⑫繭瀦滋島籾托でい為禽彩緕晶秘みい

愁憲れ花.

勢箏蕊漆ン1劣叙ア劣燦鰻霜陣のダイ嚇畢ン将⑳禽形

繕縞の形は瀞氷康坊識懇禽成篶花普通の人エダイ帝懇

ン将⑳繕轟砂形あ大褒淡祭似勧鴻峠お忍勧婁迂の

緕騒績顯いで諜厳慨究謹衡滋唱彪ダ孫次デルの繕梁紀

ぷ蕎畿緕騒⑳然側部憾宥墨⑳薄い膜湾滋一ト窓れて潟

り閉銚禽形緒鯖を添栽⑳懇箪緒鯖か磐恩簑鉦実

際悠はそ勇湾ないそ夢湾滋葛噛

蓋線的紀調戎花緕果1はる濠慧⑳緕縞は粉宋圃桁線

を専免るので単緕縞ではなく紬がい繕騒⑫鋒含体湾あ�
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ると結論される.しかも先紀も述べたようにこの

中心部は六方晶系ダイヤそンドで構成害れているのであ

る.

さでこのようなダイヤモンドはどうしてできたのだ

ろうか?衝突説に立っ人はまず腹看申で鉄の炭化物

から炭素が離擦し石墨の魏をつくリそれか衝突によ

ってダイヤ港ンドに変わっ液&考えるで齢るう昔ケネ

ディはこれに対して次のように反論する帯

ブロンデル淋研究したキャニオン1ダイァヅ滋隈石中

でダイヤモンドは普通硫化鉱物や燐酸塩鉱物の申に

産出し決して鉄一ニッケル相の中には産出していない.

また鎌の炭化物から看墨が離溶したという証拠になるも

のはなぐ鉄の炭化物で務蕃遺一エナイト〔C◎henite

(亙eNi)3C〕が噴石中に離溶しないままで存在する.

さらに結晶の外形は静水圧下で合成した人工ダイヤ

モンドの外形に酷似しており衝撃波はよるダイヤモン

ドと全く違っ液形態を示している.し花がってζれ

らのチｰタをあわせ考免るとキャ器泳ン1ダイアブロ

中で発見され花大粒のダイヤ帯ン〆自形結晶は衝突の

際つくられたものをほとても考えられずもともと天体

中で静水底下でで蜜花ダイヤモンドポ飛行中の高温帯

衝突の際の高温高圧1は噌で一部石劉ζ一部六方晶

系ダイヤモンドに転移し花の花と考えざるをえない患

いうのがケネディの主張である.

ド･カｰリは衝撃波法により自分都含成レたダイヤ

モンドと腹石中のダイヤモン芦の大蜜慈坤形を鈍較して

両者が互いに酷似していると判定しこ1れから衝突説を

支持したところ秘ケネディは同じド1カｰリの

合成したサンプルを使い洗学顕微鏡と走査型電子顕微

鏡を用いて鰻看弗のダイヤ繋ン河の組織を比較した結

果金く逆の緒論を植し花ので蕗る､彼の発表が行な

われ花津ツクスフ津一汽のダイヤモンド会議の席上で

ド1沸一ジをの間に亀崎なやりとり艇あった後ド1カ

ｰリが曙の行なり淀観察ですぐれ花結果秘得られ危の

は一終かかって標本の研磨を行なっ花テク黒シャンの

技術の優秀さ紀あ駄薄は蕊の論文をテクニシャンと

の共著悠すべきである力と発言し花ζとが私には強

く印象恒残りてい叡それほどぽこの研究は試料調

整の登まさ梯バックアップして得られた緕果でありたと

い見よう.な澄なら合成試料も煩石中の試料も較かい

石墨と硬いダイヤ帝ン戸が共生している試料芯からであ

る語ケネディは論文印刷紀あ花ってテクユシャン

を共著者紀ζそレなかり化けれど最後紀長い行数を賞

して研磨方法を記述しテクニシャンの功績を賛免て

いた抽巻てケ寿烹イがζれらの方法を使ってド

カｰリの合成じ施衝撃波法によるダイヤ帝ン河の組織を

調べた績果熔よる&忍の種ダイヤ畢ン済はすべて二次

元的な薄いフィルム状の集合体&して形成慈れており

三次禿的な塊にはなっていない串そ⑳幅は王0終～⑪､五

m鵬で團遂で五例を系したよ雪悠看墨中紀半月状の形

で形成巷れている.これはζれらのダイヤモン済ポ

石墨帯の衝撃波のフ樽ソト熔沿って形成慈れ恕芯とを赤

じている.蜜た走査型電予顕微鏡で調べてみる麦

ζの薄い串刃部は3脇積度の細かいダイヤ帝ン将の粒の

集凄りで構成されておりしかも個冷の粒は朗瞭紀発達

る秘ζれ腿対して寿ヤニオ

彩ン済を岡膨方法で調べてみ

ると上と憾金く還りた組織を

もりている､蜜ず錦一はζ

叔らの膿宥帝のダイヤモンドは

一均一リのダイヤそンドと違･

りて三次元的な塊である,そ

して衝撃波のフ緑ソトに形成さ

れた蔓あを示す準渦状の形での

ダイ労繋ンドの形成は全く認

め蔭杓ない(鰯餐)｡

ついでギ呼エオン1ダイア

ブ概鰻腐串のクリフトナイト

(独買参照)を走査型電子顕微

鏡で観察してみるともしこ扱

図遵衝撃波で合成し花ダイヤ笹ンド準用状の繁い綴姦汐イヤ繋ンドで地は眉鑑(笈鋤搬細原鰯)絢納6⑰�
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下で静水圧下でまずダイヤモンドカミ形成され

たこの条件は天体がそれほど大きなもの

応なくて屯良いことを示している.こうして

で慧たダイヤそンドを含む天体はその後何ら

かの襲削はりて破壊され細粉化する.この

を巷天体の中心部近くにあり高温高圧の条

件下で存在してい花ダイヤモンドは塑性的な状

態ぽ齢ゆ破壊紀よる庵カ紀よりてダイヤ帝ン

将申の炭素の層ぬすぺ算現象秘権にりその結

果一部は六方騒率ダイヤそンドに転移し危由

に護り綱脈状網属状な姪の形でダイヤモン

図喜寿ヤ竺毒いダイアブ筒鰹覆寧約熱型酌猿ダイヤ等ンざ(豚慈の芥鰯負脇拠)も顯)

鞠繊ド粒辛に石墨が形成される.これはさらぽ

=が衝突の際は一部ダイヤ帝ンド暗転移してい花をすれば地球との衝突ぽ際して発生する高温高圧条件によって

その申にド1勿一リのサンプルにみられ淀よ資な半月状新たな変質添加わりまた一部の石墨は衝撃波によっ

の形でのダイヤ繁ンドの二次元的なフィルムがで書でいてダイヤ等ン～ζ転移したであろう.ただしこうし

るはずであ引軸かか細らずそのような証拠は全くみてできたダイヤモンドは決して多量ではなくごく一部

い鶯すζ&がで巷ない｡帥鼠られてい乱鰻石帯のダイヤモンドの大部分は

一般紀鰻看串のダイヤ管ン秤は三次売的な錐状で本来の釆体串で形成されたものである堪

あ資かつその粒の串熔綱脈状や鯛賢状に看墨カ婁発達し

て濁りその上粒の外縁部も宥量化している(図餐)剖ケネディをド1カｰリの論争を闘い花限りでは色々

そしてド1吻一ソのサンプル紀み蔭れるような半肩状な証拠からみて塚夢もケネディの方に捗添ありそ雪で

の形でのダイヤそンドの形成は全くみい潜遼ないのであある･しかしそれでもなおケネディの考先方紀対

る｡ζれは看墨カ茎衝撃波紀よってダイ中そンドに転じては亀冷な疑問が残る､ど夢やら腹石中のダイヤ

移したこと紀よってでき淀組織とは全く考えられない筥そンドの成因論は蒋び混とんの状態に入ったようである串

逆終もあもをあったダイヤそンドの塊が飛行中の高(蜘蔓)(繁者は鉱看糠)

測はって弱線紀沿って看量化を起こし花組織で

あるとしか解釈のしようがないあいうのがケネ

ディの主張である個

膿看中のダイヤモンドの組織の特徴あ衝撃波

1はって合成されたダイヤそン河の組織あの藷し

い違い臼形結晶をし花ダイヤそンドの発現六

方晶系ダイヤそンドの発屍な蔓の上に説明し淀最'

近の情報を総合して考克ると鰻看串のダイ却署

ンドが衝突の際つくられたものをはとても誇免ら

れない｡これはもともをの釆体中で静水圧下で

形成されたものでその後終うは花稽来中の高温

状態や衝突による高温高圧下で一部が宥墨や六方

晶系ダイヤそンドに変わっ花ものは違いないと

いうの於ケ率ディの主張である｡彼の誇えによ

ると鰻看中のダイヤそンドは次のような過鰻恐

㌶､奪簑㌫鰐㌫混㌶件凝議

鰯儀勢ヤ瓢泳いダィァブ測鱒霜噺幻ダイヤ受ンドの走査型篤子顕微鏡写真

繊廉状⑳もの鳶靖鐙(K鋤鯛細原鰯)�


